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1.は し が き

本調査研究に関してはその概要を昭和61年 6月の第 1

報1)に,調査結果を昭和61年 7-9月の第 2-4報2ト4)に

発表した.その後,引き続いて建物基礎のコンク1)-ト

に関する調査結果を発表する予定であったが,予期しな

い現象が生じたために,その原因を究明するために時間

を要した.このほどようやく発表できる段階に至ったの

で,今回を含めて3-4回にわたり調査結果を報告する.

調査対象になった大規模集合住宅の建物基礎に変状が

生じていることが発見されたのは昭和59年の秋であった.

写真 1-2に示すような,アルカリ骨材反応に特有なひ

びわれが発生しはじめたのである.そのために昭和60年

8月から61年8月の間に合計 4回,コアボーリングを実

施し,全株の基礎からコアを採取して圧縮強度試験を行

うと同時に,施工区分別にコア試料から薄片を作成し,

偏光顕微鏡観察を通じて反応性鉱物のチェックを行った.

2.コアによる圧縮強度ならびに弾性係数試験結果

について

2.1 コアの採取および強度試験

コアの採取位置は大部分のものは地表面より30cm

･～50cm上部より採取したが,一部のものは地表面から

30cm～50cm下部から採取した (図-1).

コアは直径が10cm,長さが20-22cmのものを成形し

て圧縮強度試験に供した.

圧縮強度試験はJISAllO7およびJISAl108に準じ,

気乾状態で行った.静弾性係数はASTMC469に準じて

行った｡

2.2 試験結果と考察

表-1は圧縮強度および静弾性係数の試験結果を示し

たものであり,図-2-3は表-1の結果を正規確率紙上

にプロットしたものである.これらの図表から以下のこ

とがわかる.
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1) 圧縮強度に関しては,同一施工区分でも棟による

強度の変動が異常に大きい.

2) とくに施工区分AおよびCの場合には採取したコ

アの圧縮強度が設計基準強度に達していないか,

またはこの値に極めて近い値となった棟がある一

方で,建設当時の設計基準強度の2倍程度の値 と

写真-1 基礎コンクリートのひびわれ (階段口側)

写真-2 基礎コンクリートのひびわれ (ベランダ下)
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表-1 圧 縮強度および静弾性係数試験結果

図-1 基 礎断面とコア採取位置

なった棟があり,こ れらの建物の基礎が同一の仕

様書に基づいて施工されたとは到底考えられない

ような強度のバラツキを示している。

3)各 施工区分の棟の圧縮強度は正規分布から偏って

おり,こ の傾向は施工区分Aお よびCの場合に顕

著である。

図-4は 圧縮強度と静弾性係数との関係を示したもの

であるが,静 弾性係数の値は,強 度および比重から推定

される値に上ヒベて全般的に月ヽさいことが明らかである。

以上のように,棟 ごとの圧縮強度の異常な変動と弾性

係数の低下現象はアルカリ骨材反応による劣化の進行を

予想させるものである。そこで,各 施工区分から2本ず

つのコアを選び,含 まれている岩石と鉱物を調べること

にした。

3.骨 材 の 品 質

図-5(25ページに示す)は上記のコアに基づいて,骨材

を構成する主要な岩石の種類とこれらの中に存在する反

応性鉱物の種類と量を,そ れぞれ細骨材と粗骨材につい

て示したもので, この図および偏光顕微鏡観察の結果を

要約すると以下のとおりである。
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工
分

施

区
コア採取個所

圧縮強度
(kgf/cm2)

静弾性係数
(kgf/cm2)

単位容積重量

(ton/m3)

A

0 1 - 1 0 6

2 - 1 0 1 ( L )
〃 ( L )

3 - 1 0 4

8--101

9-101

10-102(L)
〃 (L)

014 104

15-106(L)
〃 (L)

16-101

16--105

17--106

0 2 1  1 0 1

1 4 5 X 1 0 5

2 59

2 1 2

1 78

1 89

1 88

1 95

2 04

2 00

1 97

2 14

1 83

1 79

1 97

1 92

1 70

1 44

2 03

2 13

2 25

2 25

2 27

2 30

2 26

2 26

2 28

2 28

2 26

2 24

2 25

2 24

2 28

2 17

2 24

2 23

2 25

B

2 2 - 1 0 2 ( L )
〃 (L)

027 105

028 105

29-105

3 1 - 1 0 4 ( L )
〃 ( L )

2 15

2 95

2 42

1.64

2 22

2 09

2 63

2 40

2 24

2 30

2 25

2 27

2 23

2 22

2 29

2 30

C

0 4 - 1 0 5

0 4 - 1 0 7

5 - 1 0 8 ( L )
〃 ( L )

6 - 1 0 1

7 - 1 0 8 ( L )
〃 ( L )

1 1 - 1 0 8

1 2 - 1 0 1

1 3 - 1 0 6

1 8 - 1 0 4

0 1 9  1 0 1

1 43

1 48

2 06

1 97

1 90

2 46

2 15

2 75

2 27

2 22

1 78

2 86

2 74

2 19

2 52

1 87

2 17

2 21

2 28

2 29

2 25

2 28

2 28

2 31

2 30

2 28

2 28

2 28

2 30

2 30

2 29

2 20

D

2 0 - 1 0 1 ( L )
0 2 3  1 0 1

0 2 4 - 1 0 4

25--101

25--106

26--101
030-101

2 79

2 13

2 34

2 43

2 27

3 00

2 80

2 02

2 28

2 29

2.25

2 20

2 30

2 35

2 29

2 24

○印 :昭和61年7月以前に採取 。試験

(L):地 中部方より採取 (地表面より5～30cm内部)したも

のを示す。

他は地表面より30～50cm上部より採取.

粗骨材は施工区分を間わず砂岩と粘板岩からなっ

ている。

細骨材は施工区分を問わず約50～60%が 砂岩と粘

板岩からなっており,施 工区分A,Bお よびDで

コア採取位置

(単位 :mm)

9φ(D250
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図-2 圧 縮強度の分布―施工区分Aお よびB―

は安山岩が15～20%を 占めている。

3)同 一施工区分の2棟のコア試料間で岩石の構成比

に比較的大きい差が認められたのは施工区分Bと

Cで ある。

4)安 山岩はいずれもガラス質安山岩である。

5)砂 岩と粘板岩は一般に珪化作用の進んだものが多

く, この傾向は施工区分Aお よびBの ものに顕著

である.

6)火 山ガラスの量は一般にアルカリ骨材反応を生ず

る許容限界値と考えられている3%の 値を各施工

区分を通じて上廻っている。

7)潜 晶質石英注。の量は,同 様にアルカリ骨材反応を

生ずる限界値 とされている5%を 上廻っており,

この傾向はとくに施工区分Aお よびBに おいて著

しい。

以上の結果は,セ メント中のアルカリが高ければアル

カリ骨材反応を生ずる骨材が使用されていたことを示し

ている。

4.む   す   び

調査の対象とした大規模集合住宅の建物基礎に発生し

た異常なひびわれや強度 ・ヤング率の低下現象がアルカ

200               300            400

圧縮強度 〔kgf/Cm2〕

圧縮強度の分布一施工区分Cお よびD―

Ec 2■対はノ利77
＼

100           200             300             400

圧縮強度 (kgf/Cm2)

図-4 圧 縮強度と静弾性係数の関係

り骨材反応に基づ く可台ど性が極めて高いことを明らかに

した。

今後,こ の基礎のコンクリー ト劣化の進行状況を定期

的にチェックする必要がある。 (1987年 7月23日受理)
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1)棒 状グラフ中の数字はコアを採取した棟番号

2)反 応性鉱物の棒グラフ中上段は細骨羽,下 段は粗骨材中の反応性鉱物の量を表す.

V:火 山ガラス, C:潜 品質石英

図-5 採 取したコアに含まれていた主な岩石とその中の反応.L鉱物

〈図中のC.Aの 表示は粗骨材を表す)
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